
（別紙３）

〜 2026年1⽉16⽇

（対象者数） 30人 （回答者数） 20人

〜 2026年1⽉16⽇

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
より専門性を高めるために、外部講師等による勉強会を設け
る。

2
従来通りの体制を継続し、保護者とより密に連携を取れる体
制を構築する。

3
来所することが出来るようになった生徒に対し、学習支援等
を通じ、少しずつ進路についても話をする機会を設ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
専門職以外の職員でも対応できるように研修をする機会を設
ける。

2

3

カウンセリング等も含め、医療との連携が取り易い体制が構
築されている。

医療と福祉のそれぞれの専門性を活かし、より生徒の個性を
尊重し、寄り添う支援を実施している。

送迎範囲の制限を設けているが、平⽇・学校休業⽇（⻑期休
暇含む）でも、開所⽇には送迎を⾏っている。

平⽇は学校迎え、⾃宅迎えを⾏っている。学校休業⽇（⻑期
休暇含む）は⾃宅への送迎を⾏い、保護者への負担軽減に努
める。

不登校生（中・高校生）の進路に寄り添った支援を⾏ってい
る。

生徒の生活リズムを整えることも含め、事業所として実施出
来ることを協議し、取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所が２階にあるので、重症心身障害児の受入れが難しい

専門職（OT、PT）︓身体専門に対する職員配置が出来てい
ない

2026年1⽉9⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ 2026年2⽉12⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス ゆうやけ

○保護者評価実施期間 2026年1⽉9⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃己評価総括表公表




